
NO.100 （10）日 高 市 議 会 だ よ り
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常任委員会行政視察研修
　各常任委員会では、行政視察研修を実施しています。これは、議会閉会中の所管事務調査の一環として行われたもので、先
進地の事業・施策等について視察研修を行い、日高市への応用、新規事業としての可能性など、効率的な行財政運営に資する
ために実施しているものです。
※昨年は、総務福祉常任委員会が実施。文教経済常任委員会は、台風の通過に伴い延期しています。

○
12
月
５
日
㈫　

議
案
第
55

号
・
平
成
29
年
度
日
高
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）、

議
案
第
56
号
・
平
成
29
年
度
日

高
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）、議
案
第
59
号
・

日
高
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
議
案

第
60
号
・
日
高
市
ひ
と
り
親
家

庭
等
の
医
療
費
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
議
案
第
63
号･

日
高
市
敬

老
祝
金
支
給
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
、
請
願
第
２
号
・
日
本
政

府
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署

名
、
批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

○
12
月
６
日
㈬　

議
案
第
55

号
・
平
成
29
年
度
日
高
市
一
般

○
11
月
21
日
㈫　

12
月
定
例
会

の
会
期
及
び
議
会
の
運
営
等
に

関
す
る
調
査
を
し
ま
し
た
。

○
11
月
28
日
㈫　

12
月
定
例
会

の
議
会
の
運
営
等
に
関
す
る
調

査
を
し
ま
し
た
。

○
12
月
４
日
㈪　

議
案
質
疑
の

要
旨
等
通
告
に
関
す
る
調
査
を

し
ま
し
た
。

○
12
月
12
日
㈫　

政
務
活
動
費

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
に
関

す
る
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
㈮　

次
の
事
項
に

つ
い
て
市
長
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

報
告
事
項

○
日
高
市
発
注
工
事
に
お
け
る

事
故
の
概
要
に
つ
い
て

　

10
月
25
日
㈬　

次
の
事
項
に

つ
い
て
市
長
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

報
告
事
項

○
日
高
市
個
人
情
報
保
護
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て

○
市
営
葬
の
見
直
し
に
つ
い
て

○
敬
老
祝
金
の
見
直
し
に
つ
い

て○
北
平
沢
運
動
場
の
再
整
備
に

つ
い
て

○
台
風
第
21
号
の
対
応
状
況
等

に
つ
い
て

　

11
月
21
日
㈫　

次
の
事
項
に

つ
い
て
市
長
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

報
告
事
項

○
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
構

成
に
つ
い
て

○
日
高
市
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
の
実
施
に
つ
い
て

○
日
高
市
の
小
中
一
貫
教
育
に

つ
い
て

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）、

議
案
第
57
号
・
平
成
29
年
度
日

高
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）、
議
案
第
58
号･

平

成
29
年
度
日
高
市
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、

議
案
第
61
号
・
日
高
市
都
市
計

画
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
議
案
第
62
号
・
日

高
市
葬
祭
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

10
月
５
日
㈭　

静
岡
県
島
田
市

▼�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
つ
い
て

　

島
田
市
は
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
医
療
等
の
関
係
機
関
だ
け

で
な
く
地
域
住
民
と
も
連
携

し
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住

ま
い
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
仕
組

み
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
地
域
に
お
け
る
課

題
は
多
様
で
あ
り
、
単
一
の
組

織
で
解
決
で
き
な
い
も
の
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
複
合
的
な

課
題
、
既
存
の
制
度
や
組
織
で

は
対
応
で
き
な
い
課
題
の
増
加

が
推
測
さ
れ
る
た
め
、
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
概
念
を

踏
ま
え
つ
つ
、
市
全
体
で
対
応

力
を
あ
げ
て
い
く
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
し
て
、
個

別
、
小
地
域
、
市
の
３
段
階
の

地
域
ケ
ア
会
議
の
充
実
、
ま

た
、
地
域
住
民
と
の
連
携
の
強

化
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

▼�

子
育
て
準
備
情
報
誌
「
こ
ん

に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
に
つ
い
て

　

今
ま
で
は
、
母
子
健
康
手
帳

交
付
時
に
副
読
本
を
は
じ
め
10

種
類
に
及
ぶ
冊
子
が
配
布
さ
れ

て
お
り
、
冊
数
、
情
報
量
と
も

に
多
い
た
め
、
面
談
場
面
で
は

あ
え
て
冊
子
を
使
っ
て
説
明
す

る
こ
と
は
少
な
く
、
そ
の
た
め

「
時
間
が
あ
る
と
き
に
見
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
案

内
の
み
で
、
ど
の
程
度
活
用
さ

れ
て
い
る
の
か
把
握
で
き
て
い

な
か
っ
た
。

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
情
報
が
、
時
期
を
追
っ
て

分
か
り
や
す
く
見
る
こ
と
が
で

き
る
媒
体
が
必
要
と
考
え
作
成

に
至
っ
た
。

　

現
在
、
母
子
健
康
手
帳
交
付

時
に
配
布
し
、
妊
娠
出
産
準
備

教
室
で
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活

用
し
て
お
り
、
使
い
や
す
い
と

好
評
で
あ
る
。

10
月
６
日
㈮　

山
梨
県
都
留
市

▼�

都
留
市
版
生
涯
活
躍
の
ま
ち

「
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
構
想
に
つ
い
て

　

第
６
次
都
留
市
長
期
総
合
計

画
の
中
で
、
将
来
像
と
し
て
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
行

す
る
今
後
で
あ
っ
て
も
、
い
つ

ま
で
も
元
気
で
、
生
涯
を
通
し

て
、
き
ら
め
く
よ
う
な
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目


